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第２５回富山県障害者スポーツ大会（水泳競技会）開催要項 

（兼令和７年度 第２４回全国障害者スポーツ大会出場候補選手選考会） 

 

１ 趣  旨 

  障害のある選手が、競技力の向上をめざすとともに、スポーツの楽しさを体験し、併せて県民

の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の推進に寄与することを目的とする。 

 

２ 名  称  第２５回富山県障害者スポーツ大会（水泳競技会） 

 

３ 開催日時  令和７年４月２０日（日） 

         選手受付  ９時００分 

開 会 式 １０時００分 

競技開始 １０時２０分 

         閉 会 式 １２時３０分（予定） 

 

４ 会  場  富山県高岡総合プール ２５ｍプール（屋内） 

         高岡市八ヶ８８－１ (TEL) 0766-28-1166 

 

５ 主  催  富山県、富山県障害者スポーツ協会 

 

６ 共  催(予定) 

  富山県教育委員会、富山市、高岡市、射水市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小

矢部市、南砺市、舟橋村、上市町、立山町、入善町、朝日町、（一社）富山県身体障害者福祉

協会、（一社）富山県手をつなぐ育成会 （福）富山県視覚障害者協会、 

（福）富山県聴覚障害者協会、富山県知的障害者福祉協会、富山県パラスポーツ指導者協議会 

 

７ 競技運営主管  （一社）富山県水泳連盟   

 

８ 後  援（予定） 

  富山県市長会、富山県町村会、日本赤十字社富山県支部、（福）富山県社会福祉協議会 

  （公財）富山県スポーツ協会、（公社）富山県善意銀行 
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９ 出場資格 

 出場選手は、次の全ての条件を満たす者とする。 

⑴ 令和７年４月１日現在、13歳以上の身体障害者並びに知的障害者。 

 ⑵  身体障害者は、身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条の規定により身体障 

害者手帳の交付を受けた者。 

   知的障害者は、厚生事務次官通知（昭和48年９月27日厚生省発児第156号）による療育 

手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に準ずる障害のある者。 

 ⑶ 県内に居住する者。（ただし、県外居住者であっても県内の学校に通学している者及 

  び施設に入所・通所している者を含む。） 

 ⑷ 25ｍ以上泳ぐことができる者。 

 

10 競技・種目及び障害区分・年齢区分 

 ⑴ 競技・種目及び障害区分は、全国障害者スポーツ大会競技・種目及び全国障害者スポーツ大

会個人競技障害区分表のとおりとする。（当協会HPにも掲載） 

 ⑵ 年齢区分は次のとおりとする。 

  ①身体障害者 １部（39歳以下）、２部（40歳以上） 

  ②知的障害者 少年（19歳以下）、青年（20歳～35歳）、壮年（36歳以上） 

   なお、申込用紙の障害区分・年齢区分は、同封の別表「富山県障害者スポーツ大会（水泳競

技会）大会競技・種目一覧表」に基づくものとする。 

  

11 出場申込 

⑴  申込方法 

① 市町村は、市町村内に居住する者を取りまとめ、参加申込総括表（別紙１）及び 

参加申込用紙（別紙２）に記入し、申し込む。 

② 特別支援学校・施設は、当該学校の生徒及び施設に入所・通所している者を取りまとめ参

加申込用紙(別紙１)及び参加申込総括表(別紙２)に入力し、申し込む。 

③ 記入要領を参照する。参加申込用紙（別紙１）を入力すると参加申込総括表（別紙２）が

自動で記入されます。 

   ※障害区分は、競技会ごとに異なる設定がされており、出場資格に該当しない場合があるた

め、障害区分・種目を確認のうえ申し込むこと。 

※参加申込用紙等の様式（データ）は、富山県障害者スポーツ協会のホームページ掲載して

あるものを利用する。なお、入力データは、下記メールアドレスに送信する。(パスワード

付きにも対応可) 

⑵ 申込期限 令和７年３月６日（木）必着（厳守）とする。 
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⑶ 申込先及び問合先 

   富山県障害者スポーツ協会 URL:http://toyama-sad.jp 

〒931-8443 富山市下飯野70－４ 

      TEL 076－413－2248   FAX 076－413－2304   （E-mail  info@toyama-sad.jp） 

⑷ 申込上の注意 

① 出場できる種目は、次のとおりとする。 

・個 人 種 目 ２種目まで出場できる。 

② 下記の項目に該当する場合は、申込用紙の「特記事項欄」に〇を付ける。 

ア 入水介助・・・入退水時に運営役員による補助を希望 

イ 合 図 棒・・・ターンやゴールの際は介助者の合図棒による合図が必要 

        ※合図棒が必要な場合は、合図棒を用意し、介助者を帯同させる。 

ウ 車 椅 子・・・プールサイドでの移動のために、貸出用車椅子の利用を希望 

エ そ の 他・・・上記項目以外の場合、記載 

オ 障害が重複している場合(肢体不自由と知的障害など)には、主障害を指定して申込み

さらに、重複する障害を記入する。 

カ 必要事項があれば記入する。 

   ③ 原則として申込締切後の変更は認めない。 

⑸ その他 

① 本大会に関すること、大会申込の障害区分については富山県障害者スポーツ協会に問い 

合わせること 

   ② 申込期限後の本大会に関する連絡事項は富山県障害者スポーツ協会のホームページに掲 

載する 

 

12 規則と競技方法 

⑴  競技規則 

   全国障害者スポーツ大会競技規則（(公財)日本パラスポーツ協会制定）による。 

⑵  競技方法 

① 選手紹介 

     選手は、競技前の選手紹介の際、椅子から立って紹介を受ける。ただし、車椅子使用及

び立つことが不自由な選手は、座ったまま片手を挙げて紹介を受ける。 

② 介助 

     視覚障害者、下肢機能障害者、知的障害者等で入退水時に介助を要する選手には介助 

（救助）員を配置する。 

③ 誘導  競技場内での誘導は、係員が行う。 

④ 計時  計時は、自動計時とする。 

 

 

http://toyama-sad.jp/
mailto:info@toyama-sad.jp
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⑤ 出発 

     事故防止のため、スタートの飛び込みを禁止する。 

   スタートは１回制とし、フォルススタートは失格とする。合図は、閃光・電子音装置を

使用する。 

⑥ その他 

入退水は競技役員の指示に従う。 

 

⑶ 招 集 

① 招集は、競技会場招集所で行う。 

② 招集は、競技開始20分前に開始し、10分前に完了する。 

   ③ 招集完了時刻に遅れた選手は、棄権したものとみなす。 

 

13 表 彰 

 ⑴ 各種目、各組（障害区分、１部・２部、少年・青年・壮年別）の１位から３位までの選手を

それぞれ表彰する。 

 ⑵ ３位以内に入賞できなかった選手には、敢闘賞を授与する。 

 ⑶ 表彰は、２～３競技終了後まとめて行うので、競技を終了した選手は、係員の誘導により表

彰者待機所に移動する。 

 

14 ウォーミングアップについて 

  ウォーミングアップは、９：１０～９：４５までの間に行う。 

  プールに飛び込むことを禁止する。 

 

15 その他  

⑴ 出場者の留意事項 

① 競技の際は、スイミングキャップを必ず着用する。 

② 痛みや炎症が生じたり、又は気分が悪くなったりした場合は、直ちに救護係の処置を受け

その指示に従う。 

③ タオルその他必要と思われるものは、各自持参する。 

⑵  介助者について 出場選手の介助者として競技会場への入場を希望する者は、あらかじめ主

催者の許可を得ておき、競技役員の指示により入場する。  

⑶  競技会場内は、裸足またはスリッパを着用する。 

⑷  選手への応援は、観覧席で行う。 

⑸  貴重品については、ロッカー等を利用し、各自で責任を持つ。 


